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1. 序

屈折率 と厚さを適切に選んだ多層誘電体薄膜におい

て,薄膜に対して垂直に近い方向から光を入射させたと

き,波長選択性の良い干渉形光bj一波器が実現されること

は良く知られた,また,広 く実用されているところであ

る.しかし,この種の光折渡半を用いて多数の近接した

波長成分を持つ光波を波長成分毎に分渡したい場合に

は,それぞれの波長に応じた多数の光折渡器を使用しな

ければならない.一方,同様な構造の多層誘電体薄膜の

薄膜に平行に光を入射させるならば,この薄膜は多層膜

光導波路となる.周期的な多層膜光導波路については,

これをブラッグ反射器として利用する目的で解析されて

いる1).

本文では,多層誘電体薄膜導波路が著しい波長分散特

性を持つことに着目し,このような導波路を主体 として

近接した多数の波長成分を分波するための光分波器が構

成できることを示し,その解析法と結果を述べる.

2.多層膜導波路形光分波器の動作概要

図 1は多層膜導波路形光分波器の概念図である.この

分波器は,多層膜等波路と一つの入力結合器と多数の出

力結合器とから構成されている.多数の波長成分を持っ

た入力波は,多層膜導波路によって分波され,それぞれ

の波長成分はそれぞれの出力結合器によって取 り出され

る.多層膜導波路は,屈折率が高い層と低い層との交互

横層構造を持つ.高屈折率層をチャンネルと呼ぶことに

し,その総数を〃 とする.低屈折率層をバンクと呼ぶこ

とにするが,半無限に拡がってuる最上層および最下層

もバンクと呼ぶことにすると,バンクの総数は〃+1で

ある.屈折率が変化する方向をx,波の伝搬方向をZ方

向に選ぶものとする.簡単のため〝方向には変化はない

ものとする.
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図1 多層膜形分波器の概念図

チャンネルを伝搬する波は,一般には多数の横モード

に分類されるが,同一横モードに属する〃 箇のチャン

ネル中の波を,一つのモード群に属する波と呼ぶことに

する.仮に,チャンネルの厚さと屈折率が同一であり,

かつ,バンクの屈折率が同一でその厚さが充分大きな導

波路を考えてみると,一つのモー ド群のN箇のモード

は縮退していて(すなわち,同一伝搬定数を持ち),各モ

ードをj:独立にチャンネル中を伝搬する.バンクの厚さが

減少してチャンネル間の結合が起こると,この Ⅳ 箇の

モードの縮退が解け,各モードは互いに異なった伝搬定

数を持つに至る.

本文で扱う分波器では,着目したモード群 (通常 ∬方

向の基本モード)に属する各モードの伝搬定数が,分波

器の中心波長において,等差的となるようにバンクの厚

さを選ぶ.このとき,相隣るチャンネルに漏洩電磁界が

渉み出すため,各チャンネルの波の伝搬定数が僅かなが

ら変化するので,この変化分が分波器の中心波長におい

て打ち消されるように,チャンネルの厚さあるいは屈折

率の微小調整が行われるものとする.
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